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「未来さがしプロジェクト」「ものづくり企業見学会」に参加しました（２ＡＢ）  

 

２年ＡＢ組はこの冬、「未来さがしプロジェクト」と、「ものづくり企業見学会」の、ふたつの大きなイベントに参

加しました。 

 

「未来さがしプロジェクト」 

１月２２日（木）、一関ヒロセユードームで行われた「未来さがしプロジェクト」では、一関公共職業安定所長の挨

拶、一関市長からのメッセージに続き、参加した各学校約３６０名の生徒に対して、主に一関管内に工場や事務所を

構える６０社以上の企業がプレゼンを行いました。 

気になっている職種などに応じ、生徒たちが各ブースを回って説明を聞く方式でしたが、企業によっては、直近の

卒業生が説明役に来場しているところもあり、生徒たちは大いに刺激を受けていたようでした。各人５つの企業から

の説明を受け、「地元にどんな産業や職種があるのか」仕事理解に役立ててほしいという趣旨の通りに、貴重な学びが

得られた体験となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ものづくり企業見学会 

２月２４日（火）には、バスで「ものづくり企業見学会」に出かけました。バスごとに工場や現場を巡り、担当の

方々から生の声をお聞かせいただきました。この行事については写真を掲載することができないのですが、それは「社

外秘密の内容が写り込んでしまう」という理由です。それほど最先端の技術を扱っている現場を見学させていただい

たということでもあります。 

 

ブースで話を聞いた「未来さがしプロジェクト」の後、実際の現場を見学することを通じ、仕事についての理解が

一層深まったと思います。進路決定に役立てましょう。 

 



 考査や模試の振り返りをしっかりと！  

定期考査も終わり、返却されている時期です。テストはやりっぱなしにするのではなく、自分の強み、弱みを発見

するために活用し、新年度に向けての取り組みにつなげましょう。 

目標を早めに決めて、スタートを切りましょう。 

 この時期はコース選択や、コースの中での選択（教科選択や簿記選択等）がありますが、その選択は 

第一歩にすぎません。「自分（現在のあなた）」がやりたいことができる「目標（進路先）」はどこで、 

そのためにどんな「自分（未来のあなた）」になっている必要があるのかを考え、行動に移すことが必要です。 

 ここでは特に、進学分野のことばで、行動の仕方を３ステップ紹介します。（が、就職分野に読み換えても同じこと

が言えるはずです） 

① 志望校（目標）をはっきりと定めましょう 

 まずは、目標となる志望校を定めましょう。目標がないと行動できないという言葉は、昨年や今年のＰＴＡ講演会

で繰り返し述べられた言葉でした。部活動もおなじですね。目標があるから、そこに向かって今の自分を動かしてい

くことができるようになります。進学後に何になりたいか、そのために必要な資格は何か等から逆算し、間違いのな

い志望校を選定しましょう。 

② 相手（志望校）について知りましょう 

２年生の模試の後半からは、国数英３教科ではなく、理科社会（に情報）も加わります。模試で志望校を記入して

も、その学科が求める強化を受験していなければ、判定が出てきません。私立大学ともなると入試方式も様々で、「Ａ

方式」「Ｔ型入試」など書かれてあっても、わけがわからないはずです。 

わからないことがあれば調べましょう。取り寄せた資料やＷｅｂで調べるのもいいですが、オープンキャンパスや

職場見学が一番です。なぜそこに行きたいのか。志望するのは他ならぬあなたなのですから、担任の先生にあなたか

らプレゼン出来るくらいに志望校の入試方式について調べておくことが、自分の学習への取り組みのモチベーション

にもつながります。 

また、主に学部単位で「アドミッション・ポリシー（大学や学部が求める学生像）」が明示されています。ボランテ

ィア活動の実績があると有利だ、等が読み取れますので、今のうちから取り組める活動をしておきましょう（受験で

の面接を付け焼刃の嘘にして欲しくないという思いでこれを記しています）。 

③ 相手（志望校）を知ったら、気に入られるような自分（未来の）になりましょう 

 相手について調べましたか。知りましたね。アドミッション・ポリシーも理解しましたか。そうですね。それでは、

やるべきことは分かったと思います。それに向けての学習です。具体的な取り組みです。模試結果で言えば、「二次

方程式」・「長文読解」等個々の学力分野に注目し、全国平均値と自分の持ち点が大きく離れている苦手分野を埋める

ことが先決です。自己分析を行い、スタディサプリ等も活用しながら、まずは分野ごとに全国平均点を目指しましょ

う。近道はありません。考査と違い、学習の結果が模試に反映されるには時間がかかります。諦めず、地道に積み上

げることが、結果的に目標到達への近道になります。頑張りましょう。 

 

 ３月の進路関連行事  
●４日（水）１・２年生進路分科会 （全員対象） 

      当日は学校内に、各進路先、分野に応じて多数のブースが用意されます。大学や専門学校の先生か

ら直接話を聞くチャンスです！  

●６日（金）就職ガイダンス（就職希望者） 

      説明に耳を傾け、働くということへのイメージを膨らませましょう！ 

●１３日（金）一関修紅高校合同課外授業 （１Ｄ２Ｄおよび希望者） 

      昨年に引き続き、一関修紅高校と合同での課外授業が予定されています。外部講師より、数学と英

語の講義を頂きます。受験同様、他校と一緒に行うよい緊張感を持ちながら、弱点分野や頻出分野に

ついてのフォローアップの機会としましょう。 

●春休み中 各地で進路の相談会や各学校のオープンキャンパスなどが開催されます。自分の目で確かめる以上

の学びはありません。職場見学などにも参加してみましょう。 

  

さまざまなイベントが用意されています。ぜひ積極的に参加し、将来に向けてのヒントをつかみましょう！ 


